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2Cp-7 小児糖尿病における食管理
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　目的　小児糖尿病患児（以下患児）は成長期であるために年齢とともに身長・体重・所

要エネルギーなどの値が増加し、インシュリン必要量も増加する。この間、急激な成長に

伴う代謝の激しさ、運動と静態の極端なアンバランス、精神的不安定さなどにより血糖値

の動揺の少ないのはまれである。今回、患児に対する栄養指導の指標となるものが求めら

れたので報告する。

　方法　IDDMii児2 4名を対象に生活・食事記録、カロリーカウンターにおける運動

消費カロリーの測定、及び血液検査を行い検討した。①指示量に対する摂取エネルギーの

充足率②年齢･体重などとの関係　③登山における補食と低血糖について　④Ｐ／Ｓ比

などの検討。

　結果　①カロリーカウンターａにて登山における運動量を測定した。登山における体重

1kgあたりの運動量は年齢と負の相関を示した。（r=－0. 8 2）②運動量の7 0％

未満の補食摂取（登山前十登山後十就寝前）をした群では、7 0～80％の摂取群に比べ

て低血糖の頻度が多い傾向にあった。このことより、登山のような運動量の多い運動を行

なう際運動量を客観的に測定することにより、それに対する補食量を判断する参考になる

と考えられた。③牛乳は栄養上優れた食品で、できるだけ毎日一定量摂取することが望

まれているが、その脂質には飽和脂肪酸が多いので、過量は高脂質血症、粥状動脈硬化の

予防上好ましくない。しかし、成長期の患児に対し食物摂取の指導における脂肪組成につ

いて;牛乳は一定量、考慮の必要があることが示峻された。

2Cp-8　　　　手技療法の効果を立証し得た症例から、その理由を推論して得た一仮

　　　　　　　　説（補助的栄養療法についての仮説を含む）

　　　　　　　　中京短大　　安達和俊

　　　目的　手技療法によって変形性股関節症、生理痛、不順及び突発性側宵症が回復した症

　　例で、その効果が、サーモグラフィー或いはモアレトポグラフィー等にて立証し得た症例

　　から、何故、回復し得たか、その理由を推論し仮説を導く（また補助的栄養療法について

　　も、他の症例より仮説を導く）。

　　　方法　私のクリニックに来院した変形性股関節症・生理痛・不順及び突発性側宵症の患

　　者を、手技療法によって治療し、その回復状能の事実を、サーモグラフィー、モアレトポ

　　グラフィー等にて立証し、その理由を、患者白身によって持ち込まれた腰椎・骨盤などの

　　Ｘ線写真をマーキング（線引き）分析して得た結果等から推論し、一仮説を導く（また推

　　漿したい補助的栄養療法についても、「明治製菓」より得た症例等より推論し、一仮説を

　　導く）。

　　　結果　1）小児のペルテス氏病、急性股関節炎また変形性股関節症に至ったもの、また生

　　理痛についても、手技療法の術後、徒手的検査に於いて、歩行、生理時の疼痛および、特

　　に鼠径部の圧痛もまた除去し、サーモグラフィーによって、股関節周囲、鼠径部の高温部

　　の温度の低下力絹奮認されたが、それは前下方へ偏位している腸骨のAS I Sを後上方へ、

　　また逆に恥骨を前上方へ還納することによって、その側の仙腸関節の偏位もまた整復され、

　　寛骨の関節嵩と大腿骨々頭の偏位もまた調整され、関節裂隙が拡張し、鼠径の大・小腰筋

　　の緊張も弛緩した為と推論し、2）また突発性側宵症についても、術後、モアレトポグラフ

　　ィーによってアダムズテスト日なら極めて強く、また（十）でも、年齢、程度に応じ、回復す

　　るのは、脊椎間関節の偏位の整復が、自然治癒へのきっかけを与える為と推論し、レント

　　ゲンのマーキングで確認した。3）コンドロイチン・ケラチン硫酸塩含有食品により、関節

　　軟骨等の修復がみられるめは、それらに捉えられたサイトカインが、軟骨芽細胞等を刺激

　　する為と推論した。
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